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町
内
で
は
住
家
な
ど

77
件
の
被
害

　

今
回
の
地
震
に
よ
る
町
内
で
の
被

害
は
、住
家
や
公
共
施
設
等
な
ど
で

77
件
。（
役
場
集
計
。５
月
７
日
現
在
）住

家
や
倉
庫
・
蔵
、公
共
建
物
な
ど
に

ひ
び
が
入
る
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　

県
内
全
体
で
は
、人
的
被
害
９
人

（
重
傷
２
、軽
傷
７
）、住
家
被
害
１
５
７

０
棟（
全
壊
12
、大
規
模
半
壊
５
、半
壊
74
、

一
部
損
壊
１
４
７
９
）、非
住
家
被
害
２

３
９
棟（
全
壊
２
、大
規
模
半
壊
１
、半
壊

29
、そ
の
他
２
０
７
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
島
根
県
集
計
。５
月
７
日
14
時
現
在
）

三
瓶
、大
田
市
方
面
へ
向
う
と
、道

路
の
路
肩
が
崩
落
し
て
い
た
り
、危

険
性
が
あ
る
た
め
片
側
交
互
通
行

と
な
っ
て
い
た
り
す
る
箇
所
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

災
害
大
国
日
本

飯
南
町
も
例
外
で
は
な
い

　

今
回
は
、地
震
が
原
因
と
な
っ
た

災
害
で
し
た
が
、災
害
は
地
震
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。豪
雨
、暴
風
、大

雪
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

12
年
前
、平
成
18
年
７
月
18
日
〜

19
日
に
か
け
て
山
陰
地
方
を
襲
っ
た

豪
雨
災
害
。町
内
で
は
、幸
い
に
も
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、住
家

の
床
上
浸
水
８
戸
、床
下
浸
水
47
戸

を
は
じ
め
と
し
て
、土
砂
災
害
に
よ

る
道
路
や
河
川
の
復
旧
費
用
は
約

25
億
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、昭
和
47
年
、50
年
、

58
年
、61
年
の
豪
雨
災
害
や
、平
成

29
年
７
月
に
は
、県
西
部
を
中
心

に
、局
地
的
に
記
録
的
な
豪
雨
と
な

り
、山
陰
地
方
で
初
め
て
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
53
年
６
月
４
日
に
は
、島
根

県
東
部
を
震
源
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
１
を
観
測
す
る
地
震
が
発
生

し
、町
内
の
被
害
額
は
、約
１
億
５

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
、地
震
や
台
風
、梅
雨
前

線
に
よ
る
集
中
豪
雨
、竜
巻
・
強
風
、

大
雪
、火
山
噴
火
等
に
よ
る
自
然
災

害
が
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
ま

す
。地
震
に
限
っ
て
い
え
ば
、世
界
中

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
０
以
上
の
大

規
模
な
地
震
が
10
回
発
生
し
た
場

合
、そ
の
う
ち
２
回
は
日
本
で
起
き

て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
線

状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
な
ど
、想
定

を
上
回
る
災
害
の
発
生
や
、こ
れ
ま

で
災
害
が
発
生
し
な
い
と
思
わ
れ
て

き
た
地
域
で
も
災
害
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
力
＝
共
助
」が

大
き
な
力
に

　

さ
て
、大
規
模
な
災
害
が
発
生
す

る
と
、建
物
の
倒
壊
、火
災
の
発
生
、

道
路
の
損
壊
な
ど
の
被
害
が
広
範

囲
に
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、国
、都
道
府
県
、市
町
村

等
の
行
政
、消
防
機
関
に
よ
る
救

助
・
援
助
等
で
あ
る「
公
助
」だ
け
で

は
、対
応
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、自
治
体
の
庁
舎
や
首
長

な
ど
の
行
政
職
員
が
被
災
し
、災
害

発
生
直
後
に「
公
助
」が
十
分
に
機

未明の激震に驚く
防災は生活の中に

能
で
き
な
い
状
況
や
、避
難
所
の
運

営
に
多
く
の
職
員
が
従
事
し
、復
旧

や
復
興
が
遅
れ
る
と
い
っ
た
事
例

も
、こ
こ
数
年
の
地
震
で
起
き
て
い

ま
す
。「
公
助
」が
責
任
を
逃
れ
よ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

現
実
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
と
き
に
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
の
が
、自
分
の
身
は
自
分
で

守
る「
自
助
」と
、地
域
や
近
隣
の

人
々
が
集
ま
っ
て
、互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
防
災
活
動
に
組
織
的
に

取
り
組
む「
共
助
」で
す
。

多
様
な
世
代
が

参
加
で
き
る
組
織
に

　　
「
自
主
防
災
組
織
は『
共
助
』の
中

心
と
な
る
存
在
で
す
。自
主
防
災
組

織
の
普
段
の
活
動
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
・
防
災
知
識
の
普
及
・
防
災
訓

練
・
防
災
資
機
材
の
備
蓄
な
ど
、地

域
の
実
情
に
応
じ
た
組
織
の
結
成
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
な
、防
災
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
考
え
ら
れ

ま
す
」と
話
す
の
は
島
根
県
防
災
危

機
管
理
課
の
城
市
早
会
子
さ
ん
。

　

災
害
時
に
、被
害
を
防
止
・
軽
減

す
る
に
は
、住
民
の
自
主
的
な
防
災

活
動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。住
民
自

ら
が
、防
災
活
動
を
行
う
と
き
は
、

住
民
が
地
域
ご
と
に
団
結
し
、組
織

的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、そ
の
効
果

が
最
大
限
に
発
揮
で
き
ま
す
。

　

城
市
さ
ん
は
、「
県
と
し
て
、自
主

防
災
組
織
が
多
様
な
世
代
の
参
加

で
き
る
組
織
と
な
り
、町
の
ひ
と
が
、

地
域
の
防
災
活
動
に
参
加
し
や
す
い

地
域
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、ま
ず
は
お
酒

片
手
に
で
も
、地
域
で
集
ま
っ
て
話

す
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。災
害
に
つ
い
て
ぜ
ひ
家
族
や

地
域
で
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、自
主
防
災
組
織
の
指
導

的
立
場
に
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

研
修
会
や
、防
災
に
関
す
る
講
演
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。詳

細
は
、県
防
災
危
機
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

県
防
災
危
機
管
理
課

電
話
０
８
５
２
・
２
２
・
５
８
８
５

町内の被害状況（５月７日現在）
区分

住家

倉庫・蔵

道路など

納骨堂

公共施設等

その他

合計

件数

33

16

10

9

8

1

77

　　　被害内容

外壁や内壁のひび、剥離、

屋根瓦などの破損など

落石、裏山の崩れなど

墓石の倒れ、ずれ

建物のひび、道路の亀裂、

河川護岸の崩落

農業用施設の破損

　

４
月
９
日（
月
）午
前
１
時
32
分
、島
根
県
西
部

大
田
市
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
１
の

地
震
が
発
生
し
、大
田
市
で
は
震
度
５
強
を
観
測
。

飯
南
町
で
も
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

被
害
は
大
田
市
を
中
心
に
、町
内
で
も
家
屋
被

害
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

未明の激震に驚く未明の激震に驚く

防災は生活の中に防災は生活の中に

島根県防災部防災危機管理課

主事　城市早会子さん

石垣の大きな石が崩れました（志津見地区内）

庭に地割れが発生（志津見地区内）


